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第 2期飯山市総合戦略のポイント 

＜総合戦略の位置づけ＞ 

 

 

＜第 2期総合戦略の体系（案）＞ 

 

 

  

（概要） 

・地域課題の解決や将来的な地方移住にもつながる「関係人口」の創出・拡大 

・企業や個人よる地方への寄附・投資等を用いた地方への資金の流れの強化 

資料 3-1 

 地域の課題解決のための取り組みとして特に推進します 
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＜関係人口とは＞ 

関係人口とは、移住した「定住人口」でも観光に来た「交流人口」でもない「特定の地

域に継続的に多様な形で関わる者」のことを示しています。 

 

（内閣府資料を引用） 

→詳細は別添資料（内閣府地方創生推進事務局作成）を参照 

 

＜飯山市における「関係人口」の位置づけ（案）＞ 

第 2 期総合戦略の策定に当たっては、人口ビジョンの将来展望に掲げた目標人口（定住

人口）とともに、関係人口についても地域の課題解決のための重要な目標指標として位置

づけます。 

なお、「関係人口」の対象者の捉え方は広いため、当市の地域課題を踏まえ、関係人口の

創出・拡大における独自の目的（定義）と指標を定めます。 

 

［目的と指標（例）］ ※今後検討 

  ・地域経済の活性化及び活力の向上 

（指標：イベント開催数（交流人口以外）、仕組み又は制度の数 など） 

  ・飯山市への寄付 

  （指標：ふるさと納税寄付者数、企業数 など） 

  ・地域活動の担い手不足の解消 

（指標：継続的に地域活動に関してくれる人数や仕組みづくりや制度の数 など） 

  ・地域の課題解決に関する研究・行動 

（指標：継続的に当市の課題解決等の研究を行う団体数 など） 
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○
「
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口
」
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、
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住
し
た
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定
住
人
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」
で
も
な
く
、
観
光
に
来
た
「
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流
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る
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。
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入
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（
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が
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が
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れ
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双
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。
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＜
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築
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る
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滞
在
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と
の
協
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よ
る
農
業
用
水
路
の
修
繕
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